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が
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
二
十
五
年
ぶ
り
に
農
業
の
憲
法
で
も
あ
り
ま
す

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

今
、
内
容
に
つ
い
て
煮
詰
め
て
い
る
段
階
で
ご
ざ
い
ま

す
け
ど
、
日
本
の
農
業
が
大
き
く
変
わ
る
時
代
に
入
っ

て
来
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
、
日
本
の
農
業
人
口
は
百
十
九
万
人
。
そ
の
中
で
六

〇
歳
以
上
が
７
割
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
後
十
年
た

つ
と
農
業
人
口
は
四
分
の
一
に
な
る
と
言
う
デ
ー
タ
が

は
っ
き
り
出
て
お
り
ま
す
。
非
常
に
大
き
な
変
わ
り
目

に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
各
市
町
村
で
も
地
域
計
画
を
作

成
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
言
う
事
か
と
言
い
ま

す
と
、
各
地
域
の
農
地
を
誰
が
耕
作
し
て
い
る
か
を

色
分
け
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
例
え
ば
Ａ
さ
ん
が
耕
作

し
て
い
る
の
が
赤
、
Ｂ
さ
ん
が
耕
作
し
て
い
る
の
は
青

と
色
分
け
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
の
図
面
を
見
て
み

ま
す
と
そ
の
地
域
が
５
色
６
色
ぐ
ら
い
で
埋
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
当
然
細
か
い
農
地
も
あ
り
ま
す
が
、
た
ぶ
ん

近
い
将
来
５
色
ぐ
ら
い
の
色
に
染
ま
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
担
い
手

と
言
わ
れ
る
農
家
の
方
々
が
そ
の
地
域
を
耕
作
し
て
行

く
と
言
う
事
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
こ

の
先
、
日
本
の
農
業
が
大
き
な
変
わ
り
目
に
来
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
我
々
土
地
改
良
区
と
し
ま
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
運
営
方
法
で
は
中
々
苦
し
く
な
り
ま

す
。
時
代
に
即
し
た
運
営
と
言
う
も
の
を
考
え
て
行
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
う
言
う
状
況
の
中
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

現
在
当
改
良
区
で
今
行
っ
て
い
る
主
な
事
業
に
つ
い
て

報
告
致
し
ま
す
。

　
圃
場
整
備
事
業
関
係
で
す
が
、
一
つ
目
は
下
妻
市
の

総
上
豊
加
美
地
区
圃
場
整
備
事
業
は
百
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
り
ま
す
。
大
体
仕
上
が
り
ま
し
て
、
今
年
か
ら
作
付

け
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
二
つ
目
は
常
総
市
の
三
坂
地

区
圃
場
整
備
事
業
は
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
。
数

年
前
か
ら
作
付
け
は
し
て
お
り
ま
す
け
ど
全
て
完
了
す

る
の
は
令
和
八
年
度
で
完
了
す
る
見
込
み
で
ご
ざ
い
ま

　
皆
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
、
令
和
六

年
度
第
十
四
回
通
常
総
代
会
に
お
忙
し
い
中
ご
出
席
頂

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
世
間
で
は
今
、
毎

日
の
よ
う
に
米
が
高
い
と
話
が
出
て
お
り
ま
す
。
新
聞

を
見
て
も
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
米
が
高
い
と
言
う

話
ば
か
り
出
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
我
々
生
産
者
現

場
か
ら
見
れ
ば
当
た
り
前
の
事
だ
と
言
っ
て
や
り
た
い

気
が
し
ま
す
。
生
産
資
材
の
高
騰
、
あ
ら
ゆ
る
物
価
が

上
が
っ
て
い
る
中
で
の
米
価
で
す
か
ら
逆
に
、
今
回
米

価
が
上
が
ら
な
か
っ
た
ら
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
お
か

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
所

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
問
題
は
こ
れ
か
ら
の
事
で
す
が
、
国
の
方
で
備
蓄
米

の
放
出
、
そ
し
て
ま
た
主
食
米
の
面
積
の
拡
大
、
そ
う

言
う
事
が
懸
念
さ
れ
る
訳
で
す
が
４
万
、
５
万
と
バ
カ

み
た
い
な
相
場
で
は
な
く
て
も
再
生
産
で
き
る
確
実
な

デ
ー
タ
と
言
う
も
の
が
決
定
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り

す
。
後
は
下
妻
市
の
二
本
紀
地
区
農
業
競
争
力
強
化
農

地
整
備
事
業
は
六
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
し
て
、
令
和

七
年
度
か
ら
開
始
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
他
で
は
、
今
年
か
ら
田
ん
ぼ
ダ
ム
促
進
事
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
的
に
線
状
降
水
帯

や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
が
発
生
し
て
お
り
ま
し
て
、
非
常
に

水
害
が
多
く
増
え
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
対
し
て
の
治
水
関
係
の
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
。
茨

城
県
の
方
が
今
年
度
、
補
正
予
算
で
田
ん
ぼ
ダ
ム
関
係

の
補
正
予
算
を
組
ん
だ
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の

中
の
モ
デ
ル
地
区
が
茨
城
県
で
２
ヶ
所
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
そ
の
１
ヶ
所
が
当
改
良
区
に
来
た
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
県
の
補
助
金
で
出
来

る
事
業
で
あ
り
ま
す
。
今
回
６
８
０
０
万
円
の
予
算
が

つ
き
ま
し
て
、
そ
れ
を
当
改
良
区
で
全
部
や
ら
せ
て
い

た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
て
、
面
積
は
約
六
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
今
年
度
の
事
業
で
す
の
で
早
急
に
現
場
で
や
っ
て

お
り
ま
す
。
水
田
の
排
水
側
に
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
桝
を
つ

け
て
大
雨
が
降
っ
て
も
一
度
に
水
が
流
れ
な
い
よ
う
に

時
間
を
か
せ
ぐ
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
桝
を

つ
け
る
と
同
時
に
排
水
の
整
備
が
同
時
に
全
部
出
来
る

内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
に
関
し
て
は
来

年
、
再
来
年
と
３
年
間
や
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
我

々
土
地
改
良
区
と
い
た
し
ま
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　
何
点
か
の
主
な
事
業
を
報
告
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
先
程
申
し
上
げ
た
と

お
り
日
本
の
農
業
情
勢
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
中
で

我
々
土
地
改
良
区
と
し
ま
し
て
も
時
代
の
流
れ
に
沿
っ

た
内
容
を
踏
ま
え
ま
し
て
進
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
我
々
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
組
合
員
の
方
々
の
ご
意

見
に
添
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
私
の
挨
拶
に
か
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

第
十
四
回 

通
常
総
代
会

　
ご  

挨  

拶
理
事
長
　
𠮷
原
　
光
夫
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第
二　

事　

業　

の　

状　

況

一
、
施
設
管
理
の
状
況

①
用
水
に
つ
い
て

・
幹
線
用
水
路
敷
の
除
草
工
事
を
改
良
区
職
員
・
浚
渫
工
事

を
請
負
に
よ
り
実
施
し
た
。

・
揚
水
樋
管
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
の
履
行
検
査
を
受

け
、
法
令
等
に
基
づ
き
管
理
し
た
。

②
排
水
に
つ
い
て

・
各
排
水
機
場
の
定
期
点
検
、
随
時
点
検
を
実
施
し
た
。

・
各
幹
線
排
水
路
に
お
い
て
、
請
負
に
よ
る
除
草
工
事
を
実

施
。
他
に
地
元
組
合
員
に
よ
る
草
刈
清
掃
が
実
施
さ
れ
た
。

・
排
水
樋
管
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
の
履
行
検
査
を
受

け
、
法
令
等
に
基
づ
き
管
理
し
た
。

二
、
工
事
施
行
の
状
況

①
一
般
会
計
に
よ
る
施
行
状
況

（
１
）
各
施
設
の
改
良
、
保
安
工
事
（
揚
水
機
関
係
）

・
保
喜
田
第
１
機
場
吐
出
配
管
腐
食
応
急
工
事

・
保
喜
田
機
場
取
水
堰
浚
渫
工
事

（
２
）
各
施
設
の
改
良
、
保
安
工
事
（
排
水
機
関
係
）

・
大
生
排
水
機
場
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
・
封
水
ポ
ン
プ
交
換

整
備
工
事

・
大
生
排
水
機
場
高
架
タ
ン
ク
配
管
補
修
工
事

・
大
生
排
水
機
場
雨
樋
パ
イ
プ
補
修
工
事

・
大
生
排
水
機
場
大
気
・
真
空
バ
ル
ブ
修
繕
工
事

・
朝
日
排
水
機
場
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
・
封
水
ポ
ン
プ

　
交
換
整
備
工
事

・
柳
原
排
水
機
場
作
業
外
灯
交
換
工
事

・
豊
田
排
水
機
場
変
電
設
備
検
査
・
改
修
工
事

・
百
間
堀
排
水
機
場
屋
外
ゲ
ー
ト
電
気
設
備
改
修
工
事

（
３
）
用
排
水
路
整
備
工
事

・
保
喜
田
送
水
管
土
砂
流
出
復
旧
工
事

・
下
妻
市
小
島
地
区
共
同
施
工
除
草
工
事

・
保
喜
田
第
１
機
場
導
水
管
路
・
集
水
桝
浚
渫
工
事

・
県
営
六
軒
支
線
用
水
路
取
水
ゲ
ー
ト
交
換
工
事

（
４
）
用
排
水
路
除
草
・
浚
渫
工
事

・
他
改
良
区
合
同
職
員
に
よ
る
用
水
路
敷
除
草
剤
散
布

　
第
１
工
区
　
筑
西
市
伊
讃
美
～
筑
西
市
船
玉
　
６
２
０
０
ｍ

　
第
２
工
区
　
筑
西
市
船
玉
～
下
妻
市
江
　
　
　
５
１
０
０
ｍ

　
第
３
工
区
　
下
妻
市
江
～
下
妻
市
半
谷
　
　
　
４
８
０
０
ｍ

　
第
４
工
区
　
下
妻
市
長
塚
～
常
総
市
新
石
下
　
８
５
０
０
ｍ

　
　
　
　
　
　
下
妻
市
今
泉
～
下
妻
市
下
栗
　
　
　
７
０
０
ｍ

　
組
合
員
に
よ
る
用
水
路
敷
草
刈
　
２
地
区

収　　　　　　　　　　入 支　　　　　　　　　　出

科　　目 本年度決算額 本年度予算額  増・減 ( ▲ ) 科　　目 本年度決算額 本年度予算額 増・減 ( ▲ )

土地改良事業 226,978,508 226,749,000  229,508 土地改良事業 126,671,190 135,283,000 ▲ 8,611,810

附 帯 事 業 13,336,390 10,516,000  2,820,390 一般管理費 113,675,853 131,023,000 ▲ 17,347,147

基 本 財 産 1,143,244 916,000  227,244 土地改良事業負担金 111,827,729 111,910,000       ▲82,271

補 助 金 等 22,677,274 21,037,000  1,640,274 支 払 利 息 350,335 450,000      ▲ 99,665

交　付　金 9,000,000 9,000,000 基本財産積立 6,000,000 6,000,000 

寄　付　金 345,408 250,000  95,408 特定資産積立 11,037,580 12,030,000   ▲ 992,420

受　託　料 3,957,890 4,000,000  ▲ 42,110 雑　支　出 23,950 150,000 ▲ 126,050

雑　収　入 1,675,879 1,017,000  658,879 繰　越　金 92,942,046 40,254,000 52,688,046 

借　入　金 90,944,000 90,945,000  ▲ 1,000 予　備　費 0 20,000,000 ▲ 20,000,000

特定資産取崩 1,090,655 1,200,000 ▲ 109,345 

固定資産売却 734,136 730,000  4,136 

創 設 用 地 0 100,000 ▲ 100,000 

繰　越　金 90,645,299 90,640,000  5,299 

合　　計 462,528,683 457,100,000  5,428,683 合　　計 462,528,683 457,100,000 5,428,683

令
和
五
年
度 

会
計
収
入
支
出 

決
算
報
告

 

第
一 

地
区
及
び
組
合
員
の
状
況

令
和
五
年
度
　
事 

業 

報 

告

令
和
五
年
度
　
事 

業 

報 

告

① 地区の総面積　　　（令和6年3月31日調整）
前年度末地積 本年度末地積 増 減

かんがい施設 4,219ha 4,215ha 4ha

② 組　合　数
前年度末 本年度末 増 減

第１選挙区 ３０８人 ３０５人 3

第２選挙区 ７７８人 ７７７人 1

第３選挙区 ５４５人 ５４４人 1

第４選挙区 ３５２人 ３４７人 5

第５選挙区 ３９２人 ３９１人 1

第６選挙区 ５７４人 ５７４人

第７選挙区 ２１３人 ２１３人

第８選挙区 ２３１人 ２３２人 1

第９選挙区 ４８７人 ４８５人 2

第10選挙区 ３５７人 ３５７人

第11選挙区 ４３２人 ４３１人 1

第12選挙区 ４４２人 ４４２人

第13選挙区 ５６３人 ５６４人 1

合　　計 ５, ６７４人 ５, ６６２人 12
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・
排
水
路
堤
塘
除
草
工
事

　
千
代
田
堀 

・ 

百
間
堀 

・ 

大
生
排
水
路 

・ 

豊
田
排
水
路
・

　
柳
原
排
水
路 

・ 

組
合
員
に
よ
る
排
水
路
敷
草
刈
　
28
地
区

・
用
水
路
浚
渫

　
第
１
工
区
　
舟
玉
支
線
（
源
次
郎
分
水
～
上
野
地
内
）

　
第
２
工
区
　
左
岸
幹
線
（
広
岡
水
門
～
妙
見
水
門
）

　
　
　
　
　
　
小
保
川
支
線
（
小
保
川
水
門
～
本
石
下
地
内
）

　
第
３
工
区
　
豊
加
美
支
線
（
堀
篭
・
豊
加
美
分
水
～
舘
方
地
内
）

　
第
４
工
区
　
大
房
支
線
（
左
岸
幹
線
吐
出
～
三
坂
新
田
地
内
）

　
　
　
　
　
　
石
下
支
線
（
収
納
谷
水
門
～
関
鉄
サ
イ
フ
ォ
ン
）

　
　
　
　
　
　
六
軒
支
線
（
左
岸
幹
線
吐
出
～
福
二
地
内
）

・
組
合
員
に
よ
る
用
水
路
浚
渫
　
２
地
区

・
組
合
員
に
よ
る
排
水
路
浚
渫
　
１
地
区

（
５
）
塗
装
等
工
事
　
　
　
な
　
し
　

（
６
）
そ
の
他
の
工
事
　
　
な
　
し

②
補
助
事
業
に
よ
る
工
事

　
・
維
持
管
理
適
正
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
沖
新
田
第
２
機
場
ポ
ン
プ
設
備
改
修
工
事

　
・
維
持
管
理
適
正
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
布
川
第
２
用
水
機
場
調
整
池
補
修
工
事

　
・
県
単
農
業
生
産
整
備
事
業

　
　
　
　
　
沖
新
田
第
１
揚
水
機
場
ポ
ン
プ
設
備
改
修
工
事

　
・
県
単
農
業
生
産
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
坂
地
区
用
水
ポ
ン
プ
更
新
工
事

　
・
県
単
農
業
生
産
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
大
木
地
区
用
水
機
場
ポ
ン
プ
設
備
整
備
工
事

 

第
三　

事　

務　

の　

経　

過

一
、
総
代
会
の
開
催
及
び
そ
の
議
決
事
項

◎
第
十
四
回　

通
常
総
代
会
開
催

　
令
和
七
年
二
月
二
十
七
日
（
総
代
定
数
九
〇
名
・
現
在
数

八
九
名
　
出
席
七
六
名
・
欠
席
十
三
名
）

　
第
十
四
回
　
通
常
総
代
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
　
𠮷
原
理
事
長
挨
拶
の
後
、
議
長
に
第
２
被
選
挙
区
の
野

寺
政
男
総
代
が
指
名
さ
れ
、
左
記
十
二
議
案
が
原
案
の
通

り
議
決
さ
れ
た
。

　
決
議
事
項

認
定
第
一
号
　
　
令
和
五
年
度
　
会
計
収
入
支
出
決
算
の
承

認
に
つ
い
て

議
案
第
一
号
　
　
令
和
六
年
度
　
会
計
収
入
支
出
補
正
予
算

（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
二
号
　
　
定
款
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
三
号
　
　
規
約
の
一
部
（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
四
号
　
　
会
計
細
則
の
一
部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
五
号
　
　
令
和
七
年
度
　
組
合
費
の
賦
課
率
及
び
賦

課
徴
収
方
法
並
び
に
賦
課
徴
収
期
限
（
案
）

の
議
決
に
つ
い
て

議
案
第
六
号
　
　
令
和
七
年
度
　
現
金
保
管
に
関
す
る
金
融

機
関
の
議
決
に
つ
い
て

議
案
第
七
号
　
　
令
和
七
年
度
　
役
員
・
総
代
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
つ
い
て

議
案
第
八
号
　
　
令
和
七
年
度
　
地
区
除
外
決
済
金
（
案
）

に
つ
い
て

議
案
第
九
号
　
　
令
和
七
年
度
　
事
業
計
画
（
案
）
及
び
会

計
収
入
支
出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
十
号
　
　
令
和
七
年
度
　
県
営
総
上
・
豊
加
美
地
区

圃
場
整
備
事
業
予
定
及
び
長
期
借
入
に
つ

い
て

議
案
第
十
一
号
　
令
和
七
年
度
　
県
営
三
坂
地
区
圃
場
整
備

事
業
予
定
及
び
長
期
借
入
に
つ
い
て

議
案
第
十
二
号
　
令
和
七
年
度
　
農
業
競
争
力
強
化
農
地
整

備
事
業
（
経
営
体
育
型
）
二
本
紀
地
区
事

業
予
定
及
び
長
期
借
入
に
つ
い
て

 

令
和
七
年
度　

事
業
計
画
に
つ
い
て

　
国
営
幹
線
水
路
に
つ
い
て
は
国
営
事
業
完
了
後
、
約
50
年

が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
国
営
応
急
対
策

事
業
で
順
次
更
新
し
て
お
り
ま
す
。
国
営
左
岸
幹
線
用
水
路

除
草
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
例
年
通
り
鬼
怒
川
南
部
土
地

改
良
区
連
合
を
主
体
と
し
、
関
係
７
改
良
区
職
員
を
お
互
い

派
遣
し
あ
い
な
が
ら
除
草
剤
散
布
・
雑
木
伐
採
等
を
自
力
施

行
す
る
事
に
よ
り
、
他
改
良
区
と
の
職
員
連
携
協
力
と
経
費

削
減
を
目
標
と
致
し
ま
す
。

　
取
水
期
の
水
管
理
に
つ
い
て
は
、
鬼
怒
川
南
部
土
地
改
良

区
連
合
を
中
心
に
上
流
域
改
良
区
と
の
連
携
を
密
に
し
、
必

要
水
量
維
持
を
目
指
し
用
水
不
足
地
区
が
生
じ
な
い
よ
う
配

水
調
整
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
軽
微
な
除
草
及
び
漏
水
箇
所

補
修
等
は
職
員
に
て
実
施
す
る
よ
う
努
め
、
排
水
施
設
設
備

に
つ
い
て
は
不
測
の
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
の
定
期
点
検

・
診
断
を
実
施
す
る
と
共
に
、
近
年
多
発
す
る
線
状
降
水
帯

に
よ
る
集
中
豪
雨
対
策
と
し
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
事
業
実

施
し
て
い
る
田
ん
ぼ
ダ
ム
（
落
水
枡
）
設
置
に
対
し
て
の
協

力
等
、
防
災
減
災
対
策
を
推
進
し
て
行
き
ま
す
。

　
電
気
料
金
削
減
に
関
し
ま
し
て
は
、
数
年
前
か
ら
の
改
良

区
取
組
に
理
解
を
頂
き
機
場
管
理
者
・
組
合
員
皆
様
の
ご
協



水
み

土
ど

里
り

ネット江連八間 第14号（ 4 ）令和７年４月１日

収　　　　　　　　　　入 支　　　　　　　　　　出

科　　目 本年度予算額 前年度予算額  増・減 ( ▲ ) 科　　目 本年度予算額 前年度予算額  増・減 ( ▲ ) 

土地改良事業収入 246,624,000 225,759,000 20,865,000 土地改良事業費支出 360,365,000 324,385,000 35,980,000

附帯事業収入 10,540,000 10,540,000 一般管理費支出 123,580,000 145,940,000 ▲ 22,360,000

基本財産運用収入 1,018,000 1,018,000 土地改良事業負担金支出 61,266,000 80,365,000 ▲ 19,099,000

補助金等収入 158,335,000 95,370,000 62,965,000  支 払 利 息 660,000 750,000 ▲ 90,000

交付金収入 10,530,000 69,270,000 ▲ 58,740,000 固定資産取得支出 3,000,000 0 3,000,000

寄附金収入 250,000 250,000 基本財産積立支出 4,000,000 6,000,000 ▲ 2,000,000

業務受託料収入 3,241,000 4,740,000 ▲ 1,499,000 特定資産積立支出 11,830,000 9,830,000 2,000,000

雑　収　入 912,000 912,000 雑　支　出 150,000 150,000

借入金収入 41,201,000 59,001,000 ▲ 17,800,000 繰　越　金 1,000,000 1,000,000

特定資産取崩収入 43,000,000 61,460,000 ▲ 18,460,000 予　備　費 20,000,000 20,000,000

固定資産売却収入 100,000 0 100,000

創設用地収入 100,000 100,000

繰　越　金 70,000,000 60,000,000 10,000,000

合　　計 585,851,000 588,420,000 ▲ 2,569,000 合　　計 585,851,000 588,420,000 ▲ 2,569,000

令
和
七
年
度
　
会
計
収
入
支
出
予
算

令
和
七
年
度
　
積
立
金
残
高
見
込

積立資産区分 年度当初 年度中増減 年度末見込

基本財産 216,139,000 1,000,000 217,139,000

役員退任慰労金 4,175,000 550,000 4,725,000

職員退職給与 82,394,000 6,580,000 88,974,000

車両備品等減価償却 11,945,000 ▲2,900,000 9,045,000

農地転用決済金 152,312,000 ▲18,000,000 134,132,000

施設機能維持費 146,994,000 ▲17,500,000 129,494,000

事業積立金 35,000,000 3,000,000 38,000,000

創設用地積立 78,379,000 100,000 78,479,000

合　　計 727,338,000 ▲27,170,000 700,168,000

力
の
も
と
節
水
・
節
電
へ
の
意
識
改
革
の
取
り
組
み
を
継
続

し
て
実
施
致
し
ま
す
。
受
益
地
内
施
設
に
関
し
て
は
、
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
の
で
補
修
及
び
更
新
工
事
の
増
加
に

よ
る
改
良
区
及
び
組
合
員
の
負
担
を
軽
減
す
べ
く
、
国
県
等

の
補
助
事
業
を
活
用
す
る
と
共
に
関
係
市
へ
の
補
助
金
交
付

申
請
を
実
施
し
補
修
更
新
に
対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

①
総
上
・
豊
加
美
地
区
圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
付
帯
工
事
・
調
整
池
取
水
ゲ
ー
ト
設
置
工

事
一
式
・
第
３
機
場
深
井
戸
ポ
ン
プ
設
置
工
事
の
予
定

と
な
り
、
令
和
９
年
度
事
業
完
了
見
込
み
と
な
り
ま
す
。

②
三
坂
地
区
圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
付
帯
工
事

　
（
排
水
路
・
道
路
）
確
定
測
量
を
予
定
し
、
令
和
８
年

度
完
了
見
込
み
と
な
り
ま
す
。

③
農
業
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業
二
本
紀
地
区
に
つ
い

て
は
令
和
７
年
度
よ
り
調
査
設
計
・
配
水
槽
用
地
買
収

業
務
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

賦
課
徴
収
に
関
し
て
は
口
座
振
替
が
進
み
、
過
去
５
年
平
均

約
98
％
納
付
実
績
と
な
り
、
関
係
各
市
農
政
窓
口
及
び
農
業

委
員
会
等
と
情
報
を
共
有
す
る
事
に
よ
り
納
付
実
績
向
上
に

繋
げ
ま
す
。
ま
た
滞
納
に
関
し
て
は
長
期
滞
納
者
防
止
対
策

と
し
て
、
納
付
相
談
を
実
施
す
る
事
で
詳
細
を
把
握
し
、
更

に
分
割
納
付
契
約
書
を
取
り
交
し
滞
り
な
く
実
施
出
来
る
よ

う
努
め
ま
す
。
会
計
業
務
に
つ
い
て
は
、
複
式
簿
記
制
度
を

深
く
理
解
す
る
事
に
よ
り
更
な
る
財
務
状
況
の
明
確
化
を
図

り
、
健
全
な
業
務
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
以
上
、
令
和
７
年
度
本
土
地
改
良
区
の
円
滑
な
る
運
営
に

向
け
て
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。



（ 5 ）第14号 水
み

土
ど

里
り

ネット江連八間 令和７年４月１日

《令和７年度　賦課金通知について》
【江連八間土地改良区賦課金】賦課単価10ａ当り

　１．賦課金額　　　３ブロック４段階賦課体制

　　　　旧江連単独地区  （田） ４，５００円

　　　　重複地区[基準]　（田） ７，５００円

　　　　旧八間単独地区  （田） ３，０００円

　　　　旧八間単独地区  （畑） ２，４００円

　２．賦課期日

　　　　全　期　令和７年  ４月  １日

　３．納入期限

　　　　第１期　令和７年  ４月 30 日（水）

　　　　第２期　令和７年  ９月 30 日（火）

　※納入期限（月末）が土・日・祝祭日になる時は、

　休日の翌日になります。

　　各維持管理委員会　地区除外決済金 

　　　　　　　　　　　　　　　　(10ａ当たりの額)

　1．砂沼地区維持管理委員会 20,000円

　2．石下東部地区維持管理委員会 30,000円

　3．下妻千代川地区維持管理委員会 20,000円

　4．樋橋地区維持管理委員会 40,000円

　5．若宮戸地区維持管理委員会 15,000円

　6．二本紀地区維持管理委員会 30,000円

　7．水海道東部第１地区維持管理委員会 40,000円

　8．水海道東部第２地区維持管理委員会

　　　　川崎地区（田）60,000円    （畑）30,000円

　　　　東 地区  （田）80,000円 　（畑）34,000円

　　　　他 地区  （田）82,000円　 （畑）34,000円

　９．大生地区維持管理委員会 60,000円

１０．関本地区維持管理委員会 20,000円

各維持管理委員会賦課金（11）賦課単価 10 ａ当り

　当改良区が受託する維持管理委員会の賦課になります

【砂沼地区維持管理賦課金】　

　１．賦課金額　全期（田）１，０００円

　２．納入期限　令和７年  ６月  ２日（月）

【石下東部地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　全期（田）１，５００円

　　　　　　　　　 　 （畑）１，５００円

　２．納入期限　令和７年 10 月 31 日（金）

【下妻千代川地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　全期（田）２，０００円

　　　　　　　   全期（畑）１，５００円

　２．納入期限　令和７年  ６月 30 日（月）

【樋橋地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　全期（田）２，０００円

　２．納入期限　令和７年 12 月  １日（月）

【若宮戸地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　全期（田・畑）１，０００円

　２．納入期限　令和７年  ６月 30 日（月）

【二本紀地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　全期　３，0 ００円

　２．納入期限　１期　令和７年  ４月 30 日（水）

　　　　　　　　２期　令和７年  ９月 30 日（火）

【水海道東部第 1 地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　全期（田）３，０００円

　　　　　　　　　　  （畑）１，０００円

　２．納入期限　令和７年  ６月 30 日（月）

【水海道東部第 2 地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　

　　　川崎地区　全期（田）３，０００円

　　　　　　　　全期（畑）１，５００円

　　　　東地区　全期（田）４，０００円

　　　　　　　　全期（畑）１，７００円

　２．納入期限　１期　令和７年  ７月 31 日（木）

　　　　　　　　２期　令和７年 10 月 31 日（金）

【大生地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　全期（田）４，０００円

　　　　　　　   全期（畑）２，０００円

　２．納入期限　１期　令和７年  ６月 30 日（月）

　　　　　　　　２期　令和７年 12 月  １日（月）

【総上・豊加美地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　全期（田）４，０００円

　　　　　　　　全期（畑）１，０００円

　２．納入期限　１期　令和７年  ６月  ２日（月）

　　　　　　　　２期　令和７年  ９月 30 日（火）

【三坂地区維持管理賦課金】

　１．賦課金額　全期（田）４，０００円

　　　　　　　　全期（畑）１，０００円

　２．納入期限　令和７年  ６月 30 日（月）

 ◎賦課金通知に不服があるときは？ 

　　通知書を受け取った日の翌日から起算して30

日以内に、書面を以って理事長に対して審査請

求をする事が出来ます。

　現金支払いの方へお知らせ
　　直接、改良区または、次の金融機関に納めて

いただきます。

　１．筑波銀行（県内本支店）
　２．ＪＡ常総ひかり農業協同組合（本支店）
　３．北つくば農業協同組合（本支店）
　　尚、当改良区は、口座振替制度を推進してお

りますので、現在現金支払いの方は口座振替へ

の変更にご協力をお願い致します。



水
み

土
ど

里
り

ネット江連八間 第14号（ 6 ）令和７年４月１日

 ◎滞納賦課金は新しい組合員に継承され     
　 ます

　土地改良区内の農地を売買するとき（競売

も含む）や、組合員の資格を交替する場合に、

その土地に滞納賦課金があると、土地改良法

第四二条第一項（権利義務の承継及び決済）

の規定により、新たに土地を取得した方に滞

納賦課金の支払い義務が生じることになりま

す。後でトラブルが生じないように、農地の

売買等の契約をされる場合は、「当事者間で

滞納賦課金を清算してから、所有権・耕作権

の移転」をされるようお願いいたします。

 ◎組合員の変更手続きについて

　次のような場合があったときは、必ず土地

改良区に手続きをしてください。

　　１　組合員が死亡した時
　　２　組合員が住所を変更したとき
　　３　土地の売買や交換があったとき
　　４　生前一括譲与するとき
※土地改良区の土地台帳（賦課金の算定）は、

組合員の皆様からの届け出によって変更に

なります。

　　市役所等へ届けを出しても、こちらには

連絡がありませんので、恐れ入りますが当

改良区まで届け出をお願い致します。

 ◎賦課金納付について

　当改良区では賦課金未収を減少させる事

により、耕作者による賦課金納付を推奨し

て参ります。

　又は現在、相対により農地の賃借を行っ

ている方に関しましては、茨城県農地中間

管理機構（TEL029-350-8687）を活用して

いただく事により、農地の利用による賦課

金区分が明確化されます。

 

◎
現
在
、Ｊ
Ａ
窓
口
に
現
金
で
納
付
さ
れ
て
い
る
方
に

 
　
お
知
ら
せ

　
　
令
和
七
年
度
よ
り
Ｊ
Ａ
窓
口
に
現
金
で
の
納
付
の

手
数
料
は
、
お
客
様
負
担
に
な
り
ま
す
の
で
、
口
座

振
替
を
推
奨
い
た
し
ま
す
。

 

◎
地
区
除
外
決
済
金
に
つ
い
て

　
　
農
地
以
外
の
地
目
に
変
更
す
る
時
は
、
改
良
区
が

定
め
る
「
地
区
除
外
決
済
金
」
が
か
か
り
ま
す
。
地

区
除
外
決
済
金
を
納
め
て
頂
き
、
土
地
台
帳
か
ら
抹

消
い
た
し
ま
す
。
決
済
金
の
額
は
、
所
在
す
る
土
地

に
対
す
る
賦
課
金
の
20
年
分
で
す
。
決
済
金
を
お
支

払
い
後
に
、
関
係
市
に
届
け
出
る
「
意
見
書
」
を
交

付
い
た
し
ま
す
。

 

◎
施
設
機
能
維
持
費
決
済
金
に
つ
い
て

　
　
地
区
除
外
決
済
金
納
付
時
に
、
除
外
し
た
後
の
用

排
水
施
設
の
維
持
管
理
及
び
災
害
復
旧
等
の
費
用
と

し
て
、
施
設
機
能
維
持
費
決
済
金
と
し
て
納
付
願
い

ま
す
。
決
済
金
の
額
は
、
所
在
す
る
土
地
に
対
す
る

賦
課
金
の
30
年
分
で
す
。
従
っ
て
、
地
区
除
外
す
る

と
き
は
、
当
該
年
度
賦
課
額
に
対
し
、
合
計
50
年
分

を
納
付
願
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
決
済
時
点
に
お
い
て
未
納
賦
課
金
が
あ
る

場
合
に
は
、
併
せ
て
清
算
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
了

知
願
い
ま
す
。

 

◎
維
持
管
理
委
員
会
の
地
区
除
外
決
済
金

　
　
江
連
八
間
土
地
改
良
区
の
地
区
除
外
決
済
金
の
他
、

各
維
持
管
理
委
員
会
地
区
内
の
農
地
で
あ
る
場
合
は
、

別
表
の
維
持
管
理
委
員
会
が
規
定
す
る
決
済
金
も
併

せ
て
納
め
て
頂
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
土
地
改
良
区
と

同
様
に
、
加
入
し
て
い
る
土
地
が
減
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
残
る
組
合
員
へ
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
に
定

め
て
い
る
た
め
で
す
。
又
、
決
済
金
の
額
は
、
各
委

員
会
と
も
、
前
年
度
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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令
和
７
年
度 

番
水
計
画
実
施
に
つ
い
て

　
第
一
回
目
　
四
月
二
十
八
日
（
月
）
午
前
一
〇
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
九
日
（
火
）
午
前
一
〇
時
ま
で

　
第
二
回
目
　
四
月 

三 

十 

日
（
水
）
午
前
一
〇
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
五
月
　  

一 

日
（
木
）
午
前
一
〇
時
ま
で

　
第
三
回
目
　
五
月
　  

二 

日
（
金
）
午
前
一
〇
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
五
月
　  

三 

日
（
土
）
午
前
一
〇
時
ま
で

　
第
四
回
目
　
五
月
　  

四 

日
（
日
）
午
前
一
〇
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
五
月
　  

五 

日
（
月
）
午
前
一
〇
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
、
例
年
通
り
四
回
実
施
い
た
し
ま
す
。

本
年
の
田
植
期
の
水
状
況
に
つ
い
て

　
　
現
在
の
上
流
水
源
で
あ
る
上
流
ダ
ム
群
（
五
十
里
ダ
ム

・
川
俣
ダ
ム
・
川
治
ダ
ム
・
湯
西
川
ダ
ム
）
の
貯
水
量
は
、

前
年
度
同
レ
ベ
ル
な
状
況
（
平
均
値
対
比
90
％
（
３
月
３

日
現
在)

）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
例
年
は
４
月
20
日
頃
か
ら
下

流
域
へ
の
通
水
を
開
始
し
ま
す
が
、
本
年
も
通
水
の
準
備

を
早
期
に
完
了
し
、
砂
沼
が
満
水
に
な
り
次
第
、
送
水
を

開
始
す
る
予
定
で
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
も
、
田
植
え

の
準
備
を
早
い
段
階
で
始
め
ら
れ
、
用
水
が
潤
沢
な
早
い

時
期
に
、
田
に
水
を
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
揚
水
機
場
（
２
２
２
箇
所
）

　
　 

令
和
６
年
度
に
使
用
し
た
機
場
電
気
料

　
　
　
　

 　
　
　
　
　

７
２
，
４
３
１
，
９
３
５
円

　
　
令
和
元
年
度
よ
り
電
気
料
削
減
対
策
と
し
て
取
組
を
し

て
お
り
ま
す
監
視
委
員
に
よ
る
機
場
運
転
状
況
調
査
に
つ

い
て
は
、
用
配
水
調
整
委
員
及
び
組
合
員
の
皆
様
の
意
識

改
革
が
浸
透
し
て
お
り
ま
す
の
で
本
年
度
も
引
き
続
き
、

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
な
お
一
層
、

節
電
・
節
水
に
対
す
る
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
．
節
電
対
策

　

◎
週
２
回
（
月
・
金
）
の
運
転
休
止

　

◎
雨
天
時
の
運
転
停
止　
　
　
　
　
　

ご
協
力
願
い
ま
す

令和７年度　職員体制　(令和７年４月１日)

事務局長 相　山　雅　勇

総務課長兼会計主任 新　井　雅　治

工務課長 富　田　直　希

会計係長 柳　田　俊　文

工務係長 青　柳　公　史

賦課徴収係長 市　村　健　一

庶 務 係 松　本　悦　美

主　　査 海老原　　　陽

工 務 係 佐　藤　　　晃

工 務 係 小　林　祥　士

工 務 係 中　村　佳　央

　　　　　

定年退職 高　橋　頼　子

 ◎ホームページを開設いたしました

　パソコンまたはスマートフォンをご使用し

てご活用いただけますよう、よろしくお願い

致します。土地改良区からのお知らせのほか

に、名義変更、耕地移動、施設使用等の申請

書類も取得できますので、ご利用ください。

HPアドレス
https://www.edurehachiken.or.jp

　　　　　　期　間

区　分　　　　　　

4月1日～　

　　4月20日

4月21日～　

　　5月31日

6月1日～　

　　9月10日

9月11日～　

　　9月25日

勝瓜頭首工 2.286㎥/s 17.575㎥/s 18.950㎥/s 12.796㎥/s

黒子頭首工 0.528㎥/s  3.000㎥/s  3.000㎥/s 3.000㎥/s

（補給）船玉第1  1.500㎥/s  1.500㎥/s

（補給）船玉第2  0.894㎥/s  0.894㎥/s

名　　　称 位　　　　　置

勝瓜頭首工 栃木県真岡市勝瓜174番の1地先

黒子頭首工 茨城県筑西市嘉家佐和1552番地先

令和７年度　江連八間土地改良区　配水計画

　最大取水量は、次の表のとおりとする

　　取水口の位置

　本地区の利水調整に係る関係機関　茨城県筑西市乙 225-3　鬼怒川南部土地改良区連合
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二
．
機
場
の
管
理
に
つ
い
て

　
　
雷
雨
時
は
運
転
を
休
止
し
、
充
分
に
天
候
が
回
復
す
る

ま
で
、
通
電
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ポ
ン
プ
故
障
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

　
　
尚
、
運
転
管
理
者
の
方
は
、
責
任
を
も
っ
て
運
転
開
始

及
び
運
転
停
止
の
操
作
に
当
た
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

用
配
水
調
整
委
員
会
・
機
場
管
理
委
員
会

 

令
和
６
年
度
の
事
業
（
抜
粋
）

　
　
毎
年
度
事
業
計
画
を
立
て
、
補
助
事
業
を
活
用
し
て
改

修
致
し
ま
す
。

県営圃場整備事業　三坂地区
第 2 揚水機場完成全景

事業名　令和 6 年度　維持管理適正化事業（防災減災機能等強化）
　　　　第 48 期生　大生排水機場設備整備工事（竣工）
事業費　70,895,000 円　施工　斉藤商事株式会社

事業名　令和 6 年度　田んぼダム促進緊急対策事業
　　　　豊田地区落水枡整備工事
総事業費（県補 10/10）68,000,000 円
取組面積　約 72ha

事業名　令和 6 年度　農業生産基盤整備事業（一般地帯型）　
　　　　二本紀地区排水路整備工事（応急対策竣工）
事業費　3,311,000 円　施工　旭建設工業株式会社

事業名　令和 6 年度　維持管理適正化事業（一般補修整備）
　　　　第 46 期生　中山第 3 揚水機場ポンプ設備改修工事（竣工）
事業費　14,731,200 円　施工　斉藤商事株式会社

県営圃場整備事業　総上・豊加美地区
第 3 揚水機場（施工中）


